
 

 

第４ＷＧにおける当面の審議の進め方（案） 

 

 

 

 

 ○ 企画部会 第４WG（共通基盤）において、別紙の審議事項に係る個別の

論点の例のうち、 

 

・ ［４WG］となっている項目について、優先的に審議を行う。 

   ・ ［検討 T］となっている項目については、「公的統計品質向上のため

の特別検討チーム」での検討状況を踏まえ、別途整理を行う。 

 

 

 ○ その他、具体的な審議の順番等については、座長と事務局で相談の上決

める。 

 

  

資料１ 



 
第４ＷＧ（共通基盤） 審議事項 

 

項目 審議事項 論点の例 

Ⅰ 統計の品質確
保・デジタル化 

 

１ ＰＤＣＡサイクルの確立 ・ＰＤＣＡサイクル確立に向けた今後の取組について［検討 T］ 

・統計作成プロセスの改善に向けた今後の取組について［検討 T］ 

・業務マニュアルの整備［検討 T］、集計業務の標準化等について［検討 T］ 

２ 統計基盤のデジタル化の
推進 

・e-Stat改善（DB化、メタ情報・カタログ情報の整備等）について（下記再掲）［４WG］ 

・オンライン調査(e-survey)の推進について［検討 T］ 

・行政記録情報等の活用に向けた取組について［４WG］ 

・ビッグデータの活用について［４WG］ 

・集計業務の標準化等について（再掲）［検討 T］ 

３ 統計の比較可能性の確保
等の取組 

・統計基準の整備［４WG］ 

・統計間の比較可能性向上の取組など［４WG］ 

Ⅱ 統計調査の環
境整備・改善 

１ 統計調査の環境整備 ・調査環境整備・報告者の理解増進の取組（ﾌﾟﾛﾌｧｲﾘﾝｸﾞ、e-survey改善等）について［４WG］ 

・オンライン調査(e-survey)の推進について（再掲）［検討 T］ 

・回収率向上の取組［一部４WG、一部検討 T］ 

２ 報告者の負担軽減 ・行政記録情報等の活用に向けた取組について（再掲）［４WG］ 

・オンライン調査(e-survey)の推進について（再掲）［検討 T］ 

３ 災害・感染症等の発生時
における対応 

・災害・感染症等の発生時における統計調査の在り方について［４WG］ 

Ⅲ 統計の利活用
の推進 

１ EBPMの推進・民間での
活用の促進 

・e-Statの改善（DB化、メタ情報・カタログ情報の整備等）について［４WG］ 

・統計ニーズの把握について［４WG］ 

・統計リテラシーの向上［４WG］ 

２ 調査票情報の利活用の促
進 

・調査票情報等の利活用に係る環境整備について［４WG］ 

・匿名データの作成・改善の状況について［４WG］ 

Ⅳ 統計リソース
の確保・人材育
成 

 

１ 統計リソースの確保と業
務効率化 

・統計の品質確保、人材育成、相談支援体制等に必要なリソースの確保について［検討 T］ 

・業務マニュアルの整備［検討 T］、集計業務の標準化等について（再掲）［検討 T］ 

・地方公共団体との連携及び統計調査員の確保・育成・支援［一部４WG、一部検討 T］ 

・民間事業者との共同［４WG］ 

２ 統計人材の育成 ・統計データアナリスト、アナリスト補の資格取得の推進について［検討 T］ 

・統計研修の充実強化について［検討 T］ 

３ 統計リテラシーの醸成と
意識改革 

・政府全体の統計リテラシー向上、誤り発見時の対応について［検討 T］ 

・統計部門の職場風土の改善・職員の意識改革について［検討 T］ 

４ 中央統計機構の役割 ・各省支援の現状と充実方策について［検討 T］ 

別紙 
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参考 
 

第４WG 当面の審議スケジュール（予定） 

 

 

 

第１回 令和４年７月１日（金） 10時 00 分～11時 15分 

 ・ 第４ＷＧにおける当面の審議の進め方について 

・ 「令和３年度（2021年度）統計法施行状況報告（暫定版）」について 

（別編[基本計画 事項別推進状況]（共通基盤部分）） 

 

 

第２回 令和４年７月 15日（金） 10 時 00 分～11時 30分 

 ・ e-Statの改善（DB化、メタ情報・カタログ情報の整備等）について 

   （資料２ P12「通番 163」～P13「通番 166」） 

 ・ 統計基準の整備について 

   （資料２ P３「通番 132」） 

 


